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小児科部長 藤井 裕士
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医療支援室よりお知らせ 

「緩和ケア」という言葉にどんなイメージをお持ちでしょうか？ 

かつては、「死が差し迫ったがん患者さんに対するケア」や「ターミナルケ

ア」などのイメージが根強く残っていましたが、ここ数年で緩和ケアを取り巻

く環境は大きく変わり、「病気を診断された時からの緩和ケア」の重要性が

叫ばれるようになりました。また、緩和ケアの対象はがんだけでなく心不全

や呼吸器疾患の患者さんにも広がっています。 

  

 

 当院でも、がんそのものやがんの治療に起因する痛みの緩和、終末期の苦痛の緩和、患者さんの家族を含めた精神

的ケアなど、様々な場面での痛みや苦痛を緩和するために他職種が連携して取り組んでいます。 

    緩和ケアチームでは、週に 1 回、医師、緩和ケア認定看護師、薬剤

師、管理栄養士、理学療法士、医療相談員による他職種カンファレンスを

行っています。「最後まで自分らしく生きたい」という願いをサポートすること

をコンセプトとし、それぞれが得た情報を持ち寄り、苦痛を緩和する薬剤の

効果的な使い方や副作用の軽減、患者さんにとってより良いケアや食事、

リハビリの検討を通して、患者さんやご家族の生活の質（QOL）の維持・向上

を目指しています。 

どうぞご遠慮なく苦痛や心配事をお聞かせください。 

緩和ケアチーム 

 
院内にはそれぞれ専門性を活かした7つの医療チームが活動しています。 

 この度は最後の 1つ 「緩和ケアチーム」 の医療活動をご紹介します。 

 

患者様との談話風景 

 

他職種カンファレンス 

 

この度は、多くの方々より支援物資等のご寄付や、カープ選

手の訪問、Friday Ovation の拍手、当院周辺地域の皆様のお心

遣い等、心から感謝致します。誠にありがとうございました。     
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- ５ - 



舟入幸町

広島市立舟入市民病院
地方独立行政法人  広島市立病院機構
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